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　お茶をいれている私のそばである友達が栗の皮をむきながら、

「あなた、染物屋の横にあるお風呂へよく行くの」

ときいた。

「行かないわ」

「ほんと？　じゃどうしたんだろう、始終あすこで見かけるって云っていた人があってよ」

　ふき出しながら、私は、

「お気の毒だわ、間違えられた人──」

と云った。

「こんな、ちょうろぎのようなの、やっぱりあるのかしら……」




　それから程もない或る夕方、ガラリと格子をあけて紙包をかかえた妹が入って来た。立ったまま、

「きょうお姉様に上野の広小路と山下の間で会った」

とハアハア笑った。

「いやよ、何云ってるのさ」

「だって、バスにのっているすぐとなりの男のひとが、ほらあれって云ってるんだもの」

「見たの？」

「ううん、こんでいてそっちは見えなかった。フフフフ」

　私があんまり丸まっちいので、いくらか丸い、或は相当に丸いひとがみんなその一つの概念にあてはめて間違われるのはなかなか愉快だと思う。
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